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盾塚・鞍塚・珠金塚古墳出土資料からみる
鳥舌式鉄鏃の変遷について

池　田　　　旭

はじめに

　古墳時代中期前半に盛行する、鳥舌式鉄鏃をはじめとする山形関を有する鉄鏃は、鈴木一有氏
によって、特に象徴的側面に着目した研究が精力的に進められた１ ）。その成果から、山形関を有
する鉄鏃は、古墳時代中期前半における地方の有力者とヤマト王権との関係性を考える上で極め
て重要な資料になりうることがわかる［鈴木2000、同2003a］。しかし、これまでの編年研究では、
鏃身部の長さの差異から前後関係を推測することが多く、他の要素に着目した変遷観は確立され
ていない。モノの歴史的意義に関する研究を深化させるためには、そのモノの詳細な変遷観の確
立が求められる。そこで、本稿では山形関をもつ鉄鏃の一型式である鳥舌式鉄鏃を取り上げ、そ
の変遷について検討する。
　分析対象とする資料は、大阪府古市古墳群に属する盾塚古墳・鞍塚古墳・珠金塚古墳南槨から
出土したものを中心とする。この ３ 基の古墳は、古市古墳群において最大の規模をもつ前方後円
墳である誉田御廟山古墳の北東約100ｍの地点に、裾を接するように立地している。鉄鏃をはじめ
とする各種の副葬品の年代観から、盾塚古墳、鞍塚古墳、珠金塚古墳の順で築造されたと考えら
れる［末永1991、水野2003］。考古資料の変遷を考える場合、地域差による形状の違いと時期差に
よる違いの混同を避ける必要がある。その点において、この ３ 古墳は極めて良好な資料である。
　以上のことを前提に、本稿では、鏃身部長以外の要素も含めた鳥舌式鉄鏃の変遷観の確立を目
的として、形状組成の変化と各部位の寸法の変化という二つの観点について論じる。また、最後
に鳥舌式鉄鏃が変化する社会的背景について若干の考察を試み、今後の検討課題を整理する。

１ ．研究史の概観

　鳥舌式鉄鏃の変遷を論じるにあたって、先行研究を概観する。本稿は鳥舌式鉄鏃に着目したも
のであるため、鳥舌式およびその他の山形関を有する鉄鏃に関する研究史を中心に取りあげる。
そして、鳥舌式の変遷観の現況と分析手法の課題を把握し、本研究の分析視角を示す。

（ １）名称について
　鳥舌式鉄鏃とは文字通り、鳥の舌のような形状をしていることからつけられた型式名称である
が、「柳葉式」と呼称される一群の中の一型式に分類される。本稿では柳葉式鉄鏃を「側縁が直線










































